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Ⅰ．調査概要

調査時期：平成３０年１月１４日（月）～２月８日（金）

調査対象：筑西市及び近隣市町村の消費者

調査方法：筑西市商工会ホームページ上での WEB アンケート回答、紙面での回答

回答数 ：２６７名（WEB 回答１０１名・紙面回答１６６名）

Ⅱ．調査の目的

地域経済を支える小規模事業者にとって、消費者ニーズの変化を的確に把握す

るということが大変重要である。しかし、消費者を取り巻く環境は急激に変化し

ているため、小規模事業者がその変化について自力で情報収集を行うことは難し

いのが現状である。そこで、当商工会が、主に市内消費者の需要動向調査を行い、

消費者の環境やニーズ等の情報提供をすることで小規模事業者の発展に役立てい

ただくことを目的とする。

※「筑西市商工会経営発達支援計画 11 貢 ５．需要動向調査に関すること（３）」 参照
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Ⅲ．調査結果

１．基本情報（回答者の属性）

（１）性別

回答者の性別を示す。

図表１ 回答者の性別

（２）年齢

回答者の年齢を示す。

図表２ 回答者の年齢
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（３）地区別

回答者が在住の地区を示す。

図表３ 回答者が在住の地区

（４）職業
回答者職業を示す。

図表４ 回答者の職業

（桜川市、笠間市、つくば市、古河市、結城市、土浦市）

（団体職員）
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２．日常の買い物について

（１）買い物の頻度

① 買い物の頻度

回答者の買い物の頻度を示す。

図表５ 買い物の頻度

「週３回」６８名（２５．５％）が最も多く、次いで「週２回」５０名（１８．７％）と続く。
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② 買い物の頻度（年齢別）

回答者の買い物の頻度（年齢別）を示す。

図表６ 買い物の頻度（年齢別）

【２０歳未満】 【２０歳～３０歳未満】 【３０歳～４０歳未満】

【４０歳～５０歳未満】 【５０歳～６０歳未満】 【６０歳～７０歳未満】

【７０歳以上】

（ 回 答 数 ３ ） （ 回 答 数 1 9 ） （ 回 答 数 3 1 ）

（ 回 答 数 5 9 ） （ 回 答 数 4 8 ） （ 回 答 数 6 0 ）

（ 回 答 数 4 7 ）
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（２）日常の買い物をする際に重視する点

① 日常の買い物をする際に重視する点

日常の買い物をする際に重視する点を示す。

図表６ 日常の買い物をする際に重視する点

「商品」１３５名（５０．６％）が最も多く、次いで「利便性」９３名（３４．８％）と続く。

このふたつで全体の８５．４％を占める。



- 8 -

② 日常の買い物をする際に重視する点（年齢別）

日常の買い物をする際に重視する点（年齢別）を示す。

図表７ 日常の買い物をする際に重視する点 （年齢別）

【２０歳未満】 【２０歳～３０歳未満】 【３０歳～４０歳未満】

【４０歳～５０歳未満】 【５０歳～６０歳未満】 【６０歳～７０歳未満】

【７０歳以上】

（ 回 答 数 ３ ） （ 回 答 数 1 9 ） （ 回 答 数 3 1 ）

（ 回 答 数 5 9 ） （ 回 答 数 4 8 ） （ 回 答 数 6 0 ）

（ 回 答 数 4 7 ）
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３．商品ごとの買い物について

（１）飲食料品（米・酒以外）

飲食料品（米・酒以外）を買う際に利用するお店（お店の種類別）を示す。

図表８ 飲食料品（米・酒以外）を買う際に利用するお店 （回答者数２６７人 複数回答可のため総回答数３８１）

「地元のスーパー」１７６名（６５．９％）が最も多く、次いで「地元の一般商店」６０名（２２．５％）

「コンビニエンスストア」４０名（１５．０％）「市街のスーパー」３５名（１３．１％）と続く。
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（２）米・酒類
米・酒類を買う際に利用するお店（お店の種類別）を示す。

図表９ 米・酒類を買う際に利用するお店 （回答者数２６７人 複数回答可のため総回答数３２４）

「地元のスーパー」１４６名（５４．７％）が最も多く、次いで「地元の一般商店」６６名（２４．７％）

「大型店」２７名（１０．１％）「コンビニエンスストア」２４名（９．０％）と続く。
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（３）日用品
日用品を買う際に利用するお店（お店の種類別）を示す。

図表１０ 日用品を買う際に利用するお店 （回答者数２６７人 複数回答可のため総回答数３５１）

「地元のスーパー」１４６名（５４．７％）が最も多く、次いで「ホームセンター」８５名（３１．６％）

「大型店」５１名（１９．１％）「地元の一般商店・専門店」３５名（１３．１％）と続く。
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（４）衣類
衣類を買う際に利用するお店（お店の種類別）を示す。

図表１０ 衣類を買う際に利用するお店 （回答者数２６７人 複数回答可のため総回答数３５０）

「大型店」１１４名（４２．７％）が最も多く、次いで「市街の一般商店・専門店」５３名（１９．９％）

「専門量販店」４５名（１６．９％）「地元の一般商店・専門店」４３名（１６．１％）と続く。
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（５）医薬品・化粧品
医薬品・化粧品を買う際に利用するお店（お店の種類別）を示す。

図表１１ 医薬品・化粧品を買う際に利用するお店 （回答者数２６７人 複数回答可のため総回答数３２３）

「地元の一般商店・専門店」９３名（３４．８％）が最も多く、次いで「専門量販店」５６名（２１．０％）

「地元のスーパー」５２名（１９．５％）「大型店」４５名（１６．９％）と続く。
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（６）家電製品
家電製品を買う際に利用するお店（お店の種類別）を示す。

図表１２ 家電製品を買う際に利用するお店 （回答者数２６７人 複数回答可のため総回答数３１６）

「専門量販店」１０９名（４０．８％）が最も多く、次いで「大型店」８２名（３０．７％）

「地元の一般商店・専門店」３８名（１４．２％）「テレビ・ネット販売」３０名（１１．２％）と続く。
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（７）家具・インテリア
家具・インテリアを買う際に利用するお店（お店の種類別）を示す。

図表１３ 家具・インテリアを買う際に利用するお店 （回答者数２６７人 複数回答可のため総回答数３３３）

「専門量販店」９０名（３３．７％）が最も多く、次いで「大型店」８２名（３０．７％）

「ホームセンター」６３名（２３．６％）「市街の一般商店・専門店」３１名（１１．６％）と続く。
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（８）書籍・文具
書籍・文具を買う際に利用するお店（お店の種類別）を示す。

図表１４ 書籍・文具を買う際に利用するお店 （回答者数２６７人 複数回答可のため総回答数３３２）

「地元の一般商店・専門店」６９名（２５．８％）が最も多く、次いで「大型店」６４名（２４．０％）

「テレビ /ネット販売」６２名（２３．２％）「専門量販店」４４名（１６．５％）と続く。



- 17 -

（９）娯楽品・レジャー用品
娯楽品・レジャー用品を買う際に利用するお店（お店の種類別）を示す。

図表１５ 娯楽品・レジャー用品を買う際に利用するお店 （回答者数２６７人 複数回答可のため総回答数３４７）

「ホームセンター」８３名（３１．１％）が最も多く、次いで「大型店」７５名（２８．１％）

「専門量販店」５８名（２１．７％）「テレビ・ネット販売」５１名（１９．１％）と続く。
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（10）商品ごとの買い物について（合計）
（１）～（９）の合計（お店の種類別）を示す。

図表１６ （１）～（９）の合計値 （回答者数２６７人 総回答合計数３ ,０５７）

「大型店」５６９名（１８．６％）が最も多く、次いで「地元のスーパー」５１３名（１６．８％）

「専門量販店」４５１名（１４．８％）「地元の一般商店・専門店」５１名（１４．７％）と続く。
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Ⅳ．ま と め

（性別）

「男性」「女性」ほぼ同数の回答となった。

（年齢）

「５０歳以上」が全体の半数以上を占め、やや高めの年齢構成となった。

（地区別）

「筑西市下館地区」「筑西市協和地区」「筑西市関城地区」「筑西市明野地区」においては、下館地区の方に

多めの回答をいただいた。「その他地区」の皆様にも協力をいただいた。

（職業）

「会社員」が一番多く、次に「事業主」が続いた。商工会に来館された事業主の方やセミナーに参加された

方にアンケートに協力いただいた。「事業主」の皆様に「消費者」の立場から回答していただき、貴重なご

意見を得ることができた。

（買い物の頻度）

「週３日」「週２日」が約半数を占める結果となった。「週１回」「土日まとめ買い」を合わせると７割近く

なり、週３日以下の買い物で、主にまとめ買いをする方が多いことが分かった。

（買い物の頻度・年齢別）

年齢別に大きな傾向の差はないが、３０歳～４０歳未満が占める「毎日」の割合が高いのが特徴。他には、
買い物の用途により頻度にもより差が出ることが分かる。
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（日常の買い物をする際に重視する点）

「商品（品揃え、品質、価格等）」「利便性（交通の便、近い場所、駐車場等）」で全体の約８割を占める。

小規模事業者は「利便性」には長けていることから、今まで以上に商品の価値を上げることが、更なる発

展につながっていくこととなる。

（日常の買い物をする際に重視する点・年齢別）

年齢別に大きな傾向の差はないが、７０歳以上においては「利便性」を重視する割合が多い。「利便性」

「商品」以外では「接客」を重視する声もあることが分かる。

（飲食料品 米・酒以外）
「地元のスーパー」が全体の６割以上を占める結果となった。「地元の一般商店・専門店」においては、

地元のスーパーのお客様をいかに呼び込めるかが重要となる。

（米・酒類）
こちらも「地元のスーパー」が全体の６割弱を占める結果となった。「地元の一般商店・専門店」が次

に続く結果となった。「コンビニエンスストア」も４番目にランクインし、主に酒類を買うお客様が多い

ことが分かる。

（日用品）
日用品も「地元のスーパー」が最多となったが、全体の４割弱であった。「ホームセンター」「大型店」

も上位にランクインした。全体的に様々なお店で購入していることが分かる。

（衣類）
衣類においては「大型店」が全体の４割以上を占める結果となった。次いで「市外の一般商店・専門店」
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が続き、こだわりを持ったお客様が遠くに足を運んでいることが分かる。

（医薬品・化粧品）

「地元の一般商店・専門店」で購入するお客様がいちばん多い。次いで「専門量販店」が続き、お客様は

より専門性の高い、馴染みお店での購入を望んでいることが分かる。

（家電製品）

「専門量販店」で購入するお客様がいちばん多い。次いで「大型店」「地元の一般商店・専門店」が続く。

「地元の一般商店・専門店」にとっては、いかに「専門量販店」「大型店」ができないサービスを行うか

が重要となる。例としてはアフターサービスの充実等が挙げられる。

（家具・インテリア）

「専門量販店」「大型店」「ホームセンター」で全体の大半を占める結果となった。「テレビ・ネット販売」

を活用されるお客様も少なくない結果となった。

（書籍・文具）

「地元の一般商店・専門店」で購入するお客様がいちばん多い。次いでほぼ同数で「大型店」「テレビ・

ネット販売」が続く。注目すべきは「テレビ・ネット販売」であり、電子書籍等の普及が挙げられる。

今後も電子書籍分野は注目すべき分野である。

（娯楽品・レジャー用品）

「ホームセンター」「ホームセンター」で購入するお客様が多い。次いで「専門量販店」「テレビ・ネッ
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ト販売」がほぼ同数で続く結果となった。

（商品ごとの買い物について 合計 ）

全ての合計を見ると「大型店」がで購入するお客様がいちばん多い。次いで「地元のスーパー」が続き、

その後はほぼ同数で「専門量販店」「地元の一般商店・専門店」が続く。

「地元の一般商店・専門店」で買い物をする方も多いことから、小規模事業者の視点で見ると、「利便性」

「商品」「接客」「店構え」全ての面で大型店をはじめとする大手に差をつけ、差別化を図っていくことが重

要である。
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Ⅴ．最 後 に

筑西市商工会経営発達支援計画に沿って消費者需要動向調査アンケートを実施し、

調査結果の報告を行いました。アンケートの結果を集計、報告書の作成作業を行うに

あたり、「いかに小規模事業者の発展に寄与するか」に重点を置きました。小規模事業

者の方が、当アンケート結果を活用し、その強みである「人と人との繋がり」「確かな

技術力」「小規模事業者ならではの工夫」等を駆使し、益々発展してくださいますこと

を祈念いたします。

以 上

このアンケート報告書についてご不明な点は、下記までご連絡下さい。

筑西市商工会 吉澤 ☎３７－６６２１


